
 

 今年も無事に 3 月末に 4 年目の活動年度を終えることができました。 

 健康診断活動の概要は以下の通りです。 

   

健康診断実施日 患者合計 うち新患 再来患者 

2014 年 4 月 6 日 36 人 21 15 

5 月 4 日 62 人 27 35 

6 月 15 日 83 人 37 46 

7 月 20 日 72 人 31 42 

8 月 17 日 68 人 16 52 

9 月 7 日 63 人 18 45 

10 月 19 日 72 人 31 42 

11 月 23 日 82 人 32 50 

12 月 21 日 60 人 18 42 

2015 年 1 月 18 日 45 人 12 33 

2 月 8 日 59 人 31 28 

3 月 11 日 58 人 26 32 

のべ合計 760 人 300 460 

 
 どうですか？ 

驚くべきことに！再来患者さんの方が、初めての新患さにょりも多くなってきました！ 

 これでこそ、現地に根差した健康診断！その地域の人々の信頼を得て、少しずつ「地域

の健康管理の拠点」になってきた証拠だと思っています。 

 私たちの NGO がここまで成長できたのも、毎年コツコツとご支援をくださる皆様のお蔭

と感謝しております。 

 「毎月必ず行く」という医療の継続性の重要性を改めて実感できる結果となりました。 

 ちなみに再来最多回数の患者さんは 3 月の時点で 32 回目！時々果物をくれる「お馴染

みさん」になりました。 

 ただ、今年は、健康診断に行く道が拡張工事のため、道の状態が悪く、でこぼこ状態や

石がゴロゴロ転がっている状況が続き、車の足回りがガタガタに。この道は中国が拡張工

事を請け負っているらしく、何時工事が終わるかもまったく見当がつきません。(笑) 

 道のせいで車が故障するって、日本ではありえませんねえ 

 また、道がボコボコするから、トラックの荷台から何かが落ちてこないかとまあ、心配心

配。横をスルーするのはちょっとスリリングです 

荷台の物がいつ転がってくることやら。 
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健康診断へ行く途中の道のコンディションがだ

んだん悪く！中国が修復をしているそうです

が・・ガッタガタもいいところ。 

だましだまし修理して乗ってきた車です

が・・・健康診断から帰ってきたら足回りから

音が！！(ﾟ Д ﾟ;) 

もう、我慢の限界で、日本の方がいらっしゃる

サービスラボへ急きょ入院！ 

2015 年 5 月/May 2015 

 

今回も出くわしました！ 

多量処方。専門用語でポリファーマシーといっ

て、日本語では多剤投与・・といいます。「薬を

飲んでも調子が悪い」そんなひとばっかりです。 

 

 

ニュースレター 

５月は雨森先生がカンボジア来訪予

定。 

総会は６月７日に予定しておりま

す。 

また、web サイト、ブログ、

facebook でも活動を随時更新。ま

た見てください！ 

https://www.facebook.com/NGOJHPA 

 

http://japan-hpa.blogspot.com/ 
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私達の NGO には収益を得る事業がありません。この活動は現在は全て、活動参加者のボ

ランティアによって実施されています。しかし、渡航費、医薬品の購入代を参加者による自費

だけでは継続的に活動を行って行くことは非常に困難です。 

 この活動にご賛同いただける方は是非、ご入会をお願いいたします。 

 個人会員＠年会費個人会員＠年会費個人会員＠年会費個人会員＠年会費；１万円；１万円；１万円；１万円/年年年年     法人会員＠年会費；１０万円法人会員＠年会費；１０万円法人会員＠年会費；１０万円法人会員＠年会費；１０万円/年年年年 

                                                    また、また、また、また、通常の寄付金は通常の寄付金は通常の寄付金は通常の寄付金は    １口一万円でお願い１口一万円でお願い１口一万円でお願い１口一万円でお願いいいいいたします。たします。たします。たします。 

 ＜興味のある学生のボランティア参加も次々受付けます！気軽にお問い合わせ下さい＞ 

OTC 医薬品現物での寄付も受け付けています。 

  ＊第 2 類～3 類のもので対象疾患が General なもの。（例：総合感冒剤・健胃薬・抗菌

以外の点眼剤・ビタミン剤・整腸剤・小児の適応のある下痢止め・消毒薬・傷薬・解熱鎮痛

剤・シップ類） 

  ＊期限は 6 カ月以内のものであればカンボジア国内に寄付医薬品として輸送可能です。 

詳しくはメールにてお問い合わせください。 

 活動開始から現地で手伝ってくれるカンボジアスタッフさん。2014 年はこのスタッフさんが

ほぼ固定になってきました！うれしい！！ 

 名前はヴンさん。道路工事などの重機を使う技術があることから、これまで JICA の支援

する道路工事などの事業に関わっていたのですが、JICA の工事が終了し、新たな職を探

しているとことで出会いました。うちので活動は月に 1 回なのですが、うちで活動し始めて

からプノンペン空港での貨物の仕事が決まりました。でも、うちでの活動をしたいといって、

週に 4 回とれる休みを、私たちの健康診断のためにとっておいてくれます。 

 性格は温厚で、「この人は怒ることがあるんだろうか」と思うくらい優しいです！ 

 彼は、クメール語の発音からアルファベットに書きなおすことができるのと英語で会話が

できるので、うちにぴったり！カルテや ID カードの作成をしてくれています。 

 最初は ID を間違えたり、書き漏れたりとミスもあったのですが、最近ではミスもなく、チー

ムの一員のようになってきました！ 

 継続して一緒に活動するっていうのは本当に大事ですね！ 

 

で、余談ですが、七海が住んでいる家で数回、水道管の破裂があったのですが、彼がちゃ

っちゃ～ときて、ちゃっちゃ～と直してくれました！ありがとう！ 

カンボジアカンボジアカンボジアカンボジア現地ボランティア紹介現地ボランティア紹介現地ボランティア紹介現地ボランティア紹介    

  
可愛い子供たち。 

親から捨てられたり、お金がないからと言って一方的

に預けられたり、死別したりと背景は様々。 

 
牛と仲良く併走 

こういう光景は日常♪ 

牛が急に向きを変えることもあって、注意が必要なん

です！(笑) 

 

 

健康診断の帰りにいつもよるウドン寺院のふも

と。現地の人の観光スポットでもあり、経済発展

とともに、賑わいもアップしてきました。 

カンボジア人の大

好物！スープ！ 

カンボジア人はスープが大好き！このベトナム風

スープは絶品！真ん中に炭が入っていて温かさを

キープ！ 

ゆうちょ銀行 【店番】４５８ 【普通口座】１９３３６４５ 
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2 月にまた今年度 2 回目の ACHAN 支援の孤児院チェイホームに行ってきました。 

駆虫薬だけでなく、今年はなんと SPEC とうい徳島にある検査会社さんのご支援をうけ、蟯虫

検査をすることができました！ 

 事前に、子供たちの名簿と体重のデーターをいただき、蟯虫検査の用紙？と薬を一人ずつ

チャック袋に仕訳。薬を飲ませる前に蟯虫検査をしてもらいました。 

 ただ、このチェイホーム、以前からオーストラリアの団体が主に支援をしていたのですが、

急に支援が止まり、運営が厳しくなりました。これからは ACHAN が資金繰りをして支援して

いかれるようです。JHPA としては子供たちの風邪薬や衛生用品などの消耗品と衛生教育を

これから支援していく予定です。 

ここに居ます！ 


